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淡海女子実務学校は創立当初４６名の女子生徒を迎えて始まり、大正13年には
93名が通学していたと言われる。現在は共学の淡海書道文化専門学校（昭和60
年開校）となっているが、外観や木造校舎内に当時のままの面影を残している。

昭和12年（1937）に奥行を縮小して神
こう

戸
ど

町
まち

（旧町名）から
現在の位置に移築された開知学校（国登録有形文化財）は文
明開化を象徴するような洋館３階建て、八角形の櫓付きの
モダンな校舎。現在は1階がビアパブとなっている。

長浜小学校の校庭にある浅見又蔵の胸像。「開知学校」
は幼稚園、実科高等女学校（現在の長浜北高等学校）と
変遷し、明治19年（1886）には校名を長浜学校と改め、
児童数の増加に伴って、明治34年（1901）に現在の長
浜小学校の場所に新築移転された。

近江商人に見る“教育”
　今年度の三方よし研究所のテーマは「教育」です。最近
の「教育」に関する大きな話題といえば、大分県教育委員
会の汚職事件が気になります。教師も就職活動の一つとし
て考える現代だからこそ、起きた事件だったように思いま
すが、“教師”への信頼が薄れていくことに懸念している
人も多いかと思います。
　ところで、学校がまだまだ一般的でなかった時代、その
創設者たちは、次世代の子どもたちへの教育の必要性を強
く示唆し、信念を持って学校を創設しました。その中には
近江商人も大きな力を発揮しています。
　現在は淡

た ん

海
か い

書道文化専門学校となっている淡海女子実務
学校創始者は塚本さと。さとは天保14年（1843）に、今の東
近江市五個荘町で近江商人・塚本定右衛門の五女として生
まれました。寺子屋で「読み・書き・算盤」を、家庭で「裁
縫・生け花・茶道」を学んださとは、商家の妻として一家
を支える中で女子教育の大切さを痛感するようになります。
74歳で夫を亡くした後、学校作りに向けて活動を始め、77

歳の時、淡海女子実務学校を設立して校長となりました。
そして地元を中心に県内から女生徒を集め、商人を支える
内助者として育て、女子教育に力を注ぎました。
　時代は変わって明治。滋賀県最初の小学校となる「滋賀
県第一小学校」が長浜に誕生したのは、学制が発布される
１年前の明治４年のことでした。長浜は町民の経済活動で
財力をたくわえた豊かな町で、地元の人々の教育への関心
は高く、人材育成の必要性をいち早く受け止めていました。
その開知学校創設における第一の貢献者は浅見又蔵です。
明治31年に長浜町長となった浅見又蔵は長浜の工芸品であ
る浜縮緬を内外に広め、その私財を町の繁栄のために投げ
だし、利益の社会還元に努めました。特に学校への寄付は
惜しみなく、教育に力を注いだ先覚者です。長浜の近代に
貢献した第一人者として、長浜小学校の校庭に浅見又蔵の
胸像が建てられています。
　多くの人が学校に行きたくても行けない時代、教育へ資
産を注いだ彼らの熱い思い、二氏はその教育の原点を教え
てくれます。



三　方　よ　し平成20年10月１日 第32号（2）

　仙台藩の蔵方を務めた中井新三郎、日野出身といわれる仙台一の人気百貨店藤崎デパート、
伊達藩御用菓子匠「九

ここの

重
え

本舗玉
たま

澤
ざわ

」など仙台城下町と関わりのある近江商人の足跡を訪ねた。

仙台城下町と近江商人

近江商人の足跡を訪ねて

「芭蕉の辻図」（仙台市博物館蔵）。近江商人の出店が多く集まっていた安田生命ビル前の芭蕉の辻石碑

　

伊
達
政
宗
を
開
祖
と
す
る
伊
達
六

十
二
万
石
の
城
下
町
と
し
て
発
展
し

て
き
た
仙
台
市
は
、
東
北
の
政
治
・

経
済
の
中
心
で
あ
る
。

　

人
口
一
〇
〇
万
人
の
大
都
会
で
あ

る
が
、
ま
ち
な
か
を
通
る
広
瀬
川
は
、

清
冽
な
流
れ
を
見
せ
、
杜
の
都
と
言

わ
れ
る
だ
け
に
緑
豊
か
な
並
木
通
り

が
心
地
い
い
都
市
環
境
を
つ
く
っ
て

い
る
。

　

ケ
ヤ
キ
並
木
が
続
く
定
禅
寺
通
り

や
青
葉
通
り
は
、
夏
の
七
夕
、
初
秋

の
ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
冬
の

杜
の
都
を
歩
く

伊
達
政
宗
と
仙
台
城
下
町

Ｓ
Ｅ
Ｎ
Ｄ
Ａ
Ｉ
光
の
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト

な
ど
四
季
折
々
の
賑
わ
い
を
見
せ
て

い
る
。

　

訪
問
し
た
の
は
残
暑
厳
し
き
九
月

初
旬
、
ケ
ヤ
キ
並
木
が
作
る
木
陰
が

厳
し
い
日
差
し
を
さ
え
ぎ
っ
て
く
れ

快
適
に
市
内
を
歩
き
回
る
こ
と
が
で

き
た
。
仙
台
城
址
旧
三
の
丸
に
あ
る

仙
台
市
博
物
館
の
学
芸
員
の
方
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
さ
ん
の
的
確
な

ア
ド
バ
イ
ス
の
お
か
げ
で
短
時
間
で

は
あ
っ
た
が
概
要
を
つ
か
む
こ
と
が

で
き
た
。

　

慶
長
六
年（
一
六
〇
一
）築
城
を

開
始
し
た
初
代
仙
台
藩
主
伊
達
正
宗

は
、
同
時
に
城
下
町
の
整
備
を
す
す

め
、
奥
州
街
道
の
道
筋
を
大
き
く
変

え
て
仙
台
城
下
に
通
じ
さ
せ
、
城
下

か
ら
東
西
に
走
る
大
町
通
り
と
の
交

差
点「
芭
蕉
の
辻
」を
城
下
町
の
中
心

と
し
て
二
つ
の
道
筋
に
町
家
を
配
し

た
。
町
人
町
は
二
十
四
あ
り
、
大
町

（
三
、
四
、
五
丁
目
）、
肴
町
、
南
町
、

立
町
、
柳
町
、
荒
井
町
が
御
譜
代
町

と
呼
ば
れ
、
伊
達
氏
に
つ
い
て
き
た

町
人
た
ち
が
配
さ
れ
、
彼
ら
に
は
特

別
な
配
慮
が
あ
っ
た
。
一
方
、
伊
達

氏
以
前
の
国
分
氏
ゆ
か
り
の
町
人
に

は
国
分
町
、
北
目
町
、
二
日
町
で
商

い
を
お
こ
な
わ
せ
、
定
期
的
に
市
を

開
く
権
利
な
ど
の
特
権
を
与
え
て
優

遇
し
た
が
、
城
下
町
が
安
定
し
商
業

活
動
が
活
発
化
す
る
と
同
時
に
、
独

占
的
な
市
の
存
在
は
や
が
て
廃
止
さ

れ
た
。
そ
し
て
自
由
な
商
取
引
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
と
、
才
覚
を
も
っ

た
新
勢
力
の
商
人
が
台
頭
し
て
き
た
。

　

仙
台
城
下
で
は
日
常
的
な
商
品
に

つ
い
て
は
藩
内
お
よ
び
周
辺
か
ら
供

給
さ
れ
た
が
、
高
級
手
工
業
品
で
あ

る
木
綿
、
絹
布
、
小
間
物
、
薬
種
な

ど
六
種
に
つ
い
て
は
、
大
町
に
店
を

構
え
る
「
六
仲
間
商
人
」
に
よ
っ
て

上
方
や
江
戸
か
ら
輸
送
さ
れ
て
き
た
。

六
仲
間
商
人
は
藩
の
保
護
の
も
と
藩

内
の
商
業
を
独
占
的
に
支
配
す
る
よ

う
に
な
っ
て
き
た
。
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戦災で焼失後に再建された仙台城の
隅蔵

城下町の面影を伝える櫓のモニュメ
ント

仙台城下町の概略図（『仙台市史  通史編3  近世1』掲載図を一部省略および加筆）

大町日野屋源四郎から売り
出された仙台祭渡物図（仙台
市博物館蔵）
　仙台東照宮は、承久3年

（1654）に遷座祭が行われ、
翌年より仙台祭りが始まり
国分町や二日町は見物客で
賑わった。城下を練り歩く
豪華な渡物（山車）の一部を
描いた「渡物図」が当日販
売された。

仙
台
藩
と
中
井
家

　

仙
台
に
入
っ
た
近
江
商
人
の
中
で

も
仙
台
藩
と
大
き
な
関
係
を
持
っ
て

い
た
の
が
、
豪
商
で
知
ら
れ
る
日
野

の
中
井
家
で
あ
っ
た
。

　

初
代
中
井
源
左
衛
門
は
享
保
十
九

年（
一
七
三
四
）に
伯
父
か
ら
借
用
し

た
三
両
と
売
薬
一
駄
を
元
で
と
し
て

行
商
を
は
じ
め
、
五
年
後
に
二
十
四

歳
で
、
栃
木
県
大
田
原
で
質
店
を
構

え
近
江
屋
源
三
郎
と
名
乗
っ
た
。
こ

の
と
き
数
百
両
に
ま
で
資
産
が
増
え

て
い
た
と
い
う
。元
文
五
年（
一
七
四

〇
）に
は
仙
台
大
町
一
丁
目
で
古
着
、

繰
綿
の
販
売
と
質
店
を
は
じ
め
、
屋

号
を
日
野
屋
新
三
郎
と
し
た
。
本
店

を
近
江
に
置
い
て
は
い
た
が
、
や
が

て
仙
台
店
の
実
績
が
拡
大
し
て
中
井

家
の
本
社
機
能
は
仙
台
に
あ
り
、
仙

台
城
下
で
四
ヵ
所
以
上
の
枝
店
や
別

家
を
有
し
、
商
圏
は
南
奥
羽
か
ら
南

部
に
ま
で
拡
大
し
て
い
た
。

　

中
井
家
仙
台
店
は
、
代
々
中
井
新

三
郎
を
名
乗
っ
て
い
た
が
、
四
代
目

中
井
新
三
郎（
一
八
〇
三
～
一
八
七

一
）が
相
続
し
た
時
点
で
、
仙
台
藩

の
御
為
替
組
御
用
達
一
〇
人
の
中
に

入
り
藩
の
融
資
を
行
っ
て
い
た
。

　

仙
台
藩
は
、
藩
内
で
収
穫
さ
れ
た

米
の
う
ち
余
剰
分
を
買
い
上
げ
、
江

戸
な
ど
に
販
売
す
る
こ
と
で
藩
の
財

政
を
維
持
し
て
き
た
が
、
凶
作
と
も

な
れ
ば
そ
の
制
度
は
か
え
っ
て
農
民

を
苦
し
め
る
こ
と
に
も
な
っ
て
い
た
。

さ
ら
に
は
幕
府
か
ら
の
諸
役
負
担
や

蝦
夷
地
の
警
備
な
ど
に
よ
っ
て
藩
財

政
は
一
段
と
悪
化
し
、
大
坂
の
豪
商

で
蔵
元
を
務
め
て
い
た
升
屋
か
ら
の

融
資
が
途
絶
え
、
代
わ
り
に
日
野
屋

に
蔵
元
を
依
頼
し
た
。
そ
の
後
、
日

野
屋
は
、
仙
台
藩
の
財
政
担
当
奉
行

「芭蕉の辻」
　中井家の日野屋を始め、六仲間商人という大店の店舗は「芭蕉の辻」
に集中し、藩政時代一番の賑わいを呈していた。慶長 6 年（1601）
に仙台城の築城を開始した伊達政宗は、築城とともに城下町の整備を
行い、城の大手門から東に伸びる大町と南北に走る奥州街道を基軸と
して碁盤の目状の町割りが行われた。伊達家に従って仙台に移ってき
た商人は「後譜代町」に、城の周辺広瀬川沿いには重臣の武家屋敷が
置かれ、周辺には中下級の侍屋敷が配された。これら武家屋敷に植え
られた樹木が「杜の都」の原点をなしている。
　道路拡幅工事などによって現在の繁華街はやや南に移っているが、
大町通りと奥州街道が交差する場所には、昭和 46 年 1 月安田生命仙
台ビルの建設に当たって、記念碑が建てられた。

　

と
こ
ろ
が
、
宝
永
四
年（
一
七
〇

七
）、
同
五
年（
一
七
〇
八
）の
大
火

に
よ
っ
て
大
町
周
辺
は
大
き
な
被
害

を
受
け
、
城
下
町
の
商
業
は
一
時
的

に
停
滞
し
、
城
下
町
で
は
空
き
家
が

目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た

事
情
に
乗
じ
て
他
国
か
ら
の
商
人
が

仙
台
に
集
ま
っ
て
き
た
の
で
あ
っ
た
。

　

城
下
町
の
繁
栄
を
望
む
藩
は
、
こ

う
し
た
他
国
か
ら
の
商
人
の
移
入
を

む
し
ろ
歓
迎
し
た
が
、
そ
の
代
表
が

近
江
商
人
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　

す
で
に
こ
れ
以
前
、
伊
達
氏
は
、

寛
永
十
一
年（
一
六
三
四
）徳
川
家
光

か
ら
近
江
国
蒲
生
郡
・
野
洲
郡
五
千

石
を
拝
領
し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
が

契
機
と
な
っ
て
、
日
野
商
人
が
仙
台

に
出
掛
け
始
め
た
ら
し
い
。
そ
し
て

一
七
〇
〇
年
以
降
に
は
小
谷
新
右
衛

門
ら
日
野
か
ら
仙
台
に
入
っ
た
近
江

商
人
が
増
加
し
、
当
地
で
「
日
野
き

れ
」
と
呼
ば
れ
た
太
物
や
呉
服
を
多

く
扱
っ
た
と
さ
れ
る
。

町人屋敷
大身侍屋敷

北
鍛
冶
町

御
宮
町二

日
町
国
分
町

南
町

北
目
町

鍛
冶
町
穀
町

南
材
木
町

河
原
町

染
師
町

材木町

立町
肴町 新伝馬町

大町

柳町

荒町 南

北
鍛
冶
町

御
宮
町二

日
町
国
分
町

南
町

北
目
町
田
町

鍛
冶
町
穀
町

南
材
木
町

河
原
町

染
師
町

広
瀬
川

材木町

立町
肴町 新伝馬町

大町 芭蕉の辻

柳町

荒町 南

田
町

芭蕉の辻
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仙
台
市
民
に
愛
さ
れ
る
藤
崎
デ
パ
ー
ト

　
明
治
に
入
っ
て
、
仙
台
か
ら
撤
退
し
た
中
井
家
が
あ
る
反
面
、
江
戸
時
代

中
期
に
仙
台
に
入
っ
た
と
伝
わ
る
藤
﨑
氏
は
新
し
い
時
代
に
呼
応
し
た
事
業

展
開
を
行
っ
て
き
た
。

出
身
地
が
確
定
で
き
な
い「
藤
崎
」

　

藤
﨑
治
右
衛
門
は
元
禄
年
間
か
ら

宝
永
年
間
に
仙
台
に
入
っ
た
と
さ
れ

る
が
、
近
江
の
出
身
だ
と
の
確
証
は

な
い
。
し
か
し
、当
時
、仙
台
に
訪
れ

た
商
人
の
多
く
が
日
野
出
身
者
で
あ

り
、
日
野
町
別
所
に
は
藤
崎
姓
が
多

く
、
ま
た
「
日
野
き
れ
」
を
扱
っ
て

い
た
こ
と
な
ど
か
ら
日
野
と
の
か
か

わ
り
が
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、「
藤

崎
」
の
創
業
者
初
代
三
郎
助
が
創
業

の
二
年
後
に
呉
服
の
株
仲
間
に
参
入

し
た
時
、
そ
の
保
証
人
が
日
野
出
身

の
日
野
屋
太
兵
衛
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
多
く
の
研
究
者
が
日
野
出
身
で

あ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
。
そ
れ
で
も

本
店
が
近
江
に
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

『
近
江
日
野
町
志
』に
は
藤
﨑
治
右
衛

門
の
記
載
が
な
い
。

　

さ
ら
に
一
九
九
〇
年
に
発
行
さ
れ

た
『
藤
崎
一
七
〇
年
の
あ
ゆ
み
』
で

も
、
さ
ま
ざ
ま
な
推
論
を
あ
げ
つ
つ

も
日
野
か
ら
仙
台
に
や
っ
て
き
た
と

は
断
定
し
て
い
な
い
。

「
藤
崎
」
の
ル
ー
ツ
は
近
江
商
人
で

は
な
い
か
も
知
れ
な
い
が
、
中
井
家

が
現
存
し
な
い
今
、
仙
台
で
現
在
も

隆
盛
の
「
藤
崎
」
の
事
業
展
開
に
つ

い
て
取
材
を
続
け
た
。

「
藤
崎
」
の
創
業
者
と

百
貨
店
事
業

　

三
代
治
右
衛
門
の
五
男
と
し
て
生

ま
れ
た
祐
助
は
兄
の
四
代
治
右
衛
門

の
代
に
分
家
し
、
文
政
二
年（
一
八

一
九
）に
大
町
二
丁
目
に
太
物
商
を

開
業
。
本
家
の
「
得
可
主4

屋
」
の
暖

簾
分
け
を
受
け
て
「
得
可
寿4

屋（
え

べ4

す
や
）」
の
屋
号
を
得
て
、名
を
三

郎
助
と
改
め
た
。
こ
の
人
が
初
代
藤

﨑
三
郎
助
で
あ
り
、「
藤
崎
」
の
出
発

点
と
な
っ
た
。
二
年
後
に
藩
の
許
可

を
得
て
呉
服
仲
間
に
加
わ
り
、
嘉
永

六
年（
一
八
五
三
）に
は
富
商
番
付
の

最
上
位
に
位
置
し
た
。

　

四
代
三
郎
助（
一
八
六
八
～
一
九

二
六
）は
、
明
治
維
新
後
に
本
家
が

没
落
し
た
な
か
、
明
治
十
二
年（
一

八
七
九
）に
は
卸
商
か
ら
小
売
に
転

じ
、
大
町
四
丁
目
に
進
出
し
、
さ
ら

に
同
十
五
年
に
は
正
札
販
売
を
始
め

た
。

　

昭
和
八
年（
一
九
三
三
）に
は
、
三

越
仙
台
店
が
開
店
し
た
が
、
藤
崎
で

は
、
そ
の
前
年
に
藤
崎
呉
服
店
か
ら

の
脱
皮
を
は
か
る
た
め
に
㈱
藤
崎
と

商
号
を
改
め
、
明
治
以
降
の
繁
華
街

と
な
っ
た
東
一
番
丁
に
新
店
舗
を
開

店
し
て
い
る
。
昭
和
七
年
に
は
宮
城

県
で
初
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
し

た
近
代
的
な
店
舗
を
完
成
さ
せ
、
地

元
一
番
店
と
し
て
の
態
勢
を
整
え
た

の
で
あ
っ
た
。

「
藤
崎
」
の
社
会
貢
献

　

藤
崎
は
代
々
東
北
経
済
界
の
指
導

的
な
立
場
に
あ
る
と
同
時
に
、
常
に

全
国
地
方
百
貨
店
で
構
成
す
る
業
界

団
体
に
お
い
て
の
牽
引
者
で
あ
る
。

　

現
当
主
は
七
代
目
藤
崎
正
隆
氏
で

あ
る
が
、
一
九
九
四
年
に
急
逝
し
た

六
代
目
三
郎
助
氏
は
、
一
九
七
五
年
、

仙
台
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団

の
設
立
か
ら
支
援
団
体
の
会
長
を
務

め
、
一
九
九
二
年
に
財
団
法
人
仙
台

フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
が
設

立
さ
れ
る
と
既
存
の
会
長
と
と
も
に

財
団
の
初
代
理
事
長
に
就
任
し
、
両

方
の
面
倒
を
み
る
こ
と
と
な
っ
た
。

「
藤
﨑
氏
は
、団
員
の
ボ
ー
ナ
ス
を
ポ

ケ
ッ
ト
マ
ネ
ー
か
ら
出
し
た
り
、
借

入
れ
の
保
証
人
に
な
る
な
ど
、
氏
の

支
援
な
し
で
は
今
日
の
仙
台
フ
ィ
ル

は
な
か
っ
た
と
い
え
る
」（「
七
十
七

ビ
ジ
ネ
ス
情
報
二
十
九
号
」
よ
り
）

と
地
域
で
の
藤
﨑
氏
の
社
会
貢
献
の

一
端
が
見
え
る
。

　

東
北
電
力
、
ア
イ
リ
ス
オ
ー
ヤ
マ
、

七
十
七
銀
行
な
ど
地
元
企
業
が
開
催

す
る
仙
台
フ
ィ
ル
の
コ
ン
サ
ー
ト
が

定
期
的
に
行
わ
れ
て
い
る
が
、「
藤

崎
」
も
「
藤
崎
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
」
を
開
催
し
、
仙
台
フ
ィ
ル

と
の
関
係
が
疑
わ
れ
仙
台
店
は
閉
店

に
追
い
込
ま
れ
た
。

　

一
方
、
日
野
屋
の
閉
店
に
よ
っ
て

藩
の
財
政
は
次
第
に
手
詰
ま
り
状
態

と
な
っ
て
明
治
維
新
を
迎
え
る
。

　

慶
応
四
年（
一
八
六
八
）鳥
羽
伏
見

の
戦
い
に
端
を
発
し
た
戊
辰
戦
争
で

敗
れ
た
仙
台
藩
は
多
く
の
領
地
を
失

い
、
江
戸
時
代
か
ら
保
護
し
て
き
た

六
仲
間
商
人
に
対
す
る
藩
の
保
護
は

で
き
な
く
な
り
、
商
人
の
特
権
は
奪

わ
れ
、
藩
内
の
商
業
は
競
争
激
化
し

て
き
た
の
で
あ
る
。

藤崎のロゴマーク
　文政２年（1819）の創業当時の屋号
は「得可主（寿）屋」と称していたので
暖簾にはえびすを染め抜いていたが、
荷印に使っていた「えびす」の「エ」
をマーク化した方が有名になったので
現在に至るまで「福徳円満、エビスヤ
のエ、一をもって貫く」の意味をこめ
た商標を使用している

仙台一の繁華街東一番町通り青葉通りに面して建つ藤崎デパート
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玉
澤
横
丁

三
〇
〇
年
余
続
く
伊
達
家
御
用
菓
子
司
「
九
重
本
舗
玉
澤
」

の
支
援
を
今
も
続
け
て
い
る
。

　

仙
台
に
は
三
越
を
は
じ
め
大
型
流

通
店
が
多
い
が
、
多
く
の
市
民
の
信

頼
を
得
て
い
る
の
が
「
藤
崎
」
で
あ

る
と
い
う
。
東
一
番
町
の
「
藤
崎
」

の
店
舗
に
は
ブ
ラ
ン
ド
シ
ョ
ッ
プ
が

テ
ナ
ン
ト
に
入
り
、
格
式
の
中
に
洗

練
さ
れ
た
モ
ダ
ン
な
印
象
が
強
い
。

奥
州
七
福
神
の
ひ
と
つ

藤
崎
え
び
す
神
社

「
藤
崎
デ
パ
ー
ト
の
屋
上
に
は
奥
州

七
福
神
の
一
つ
え
び
す
神
社
が
祀
ら

れ
て
い
る
」
と
の
情
報
を
得
た
た
め
、

店
内
か
ら
屋
上
へ
の
通
路
を
藤
崎
の

社
員
さ
ん
に
訊
ね
た
。
店
内
は
九
州

物
産
展
の
最
中
で
大
変
な
混
雑
を
呈

し
て
い
る
。
口
頭
で
案
内
を
始
め
よ

う
と
さ
れ
た
が
、い
き
な
り
歩
き
出
し
、

「
ご
案
内
し
ま
す
」
と
、
屋
上
へ
の
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
の
乗
り
場
ま
で
誘
導
い

た
だ
い
た
。
そ
の
親
切
な
対
応
に
恐

縮
し
き
り
。
仙
台
在
住
の
人
の
ブ
ロ

グ
を
読
む
と
、「
藤
崎
」
は
何
か
に
つ

け
他
の
百
貨
店
と
大
き
く
水
を
あ
け

て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
た
が
、
ま

さ
に
そ
の
言
葉
ど
お
り
を
体
験
し
た
。

「
藤
崎
」は
創
業
時
代
よ
り「
え
べ
す

屋
」
を
名
乗
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
屋

上
に
「
藤
崎
え
び
す
神
社
」
を
祀
っ

て
お
り
「
奥
州
七
福
神
め
ぐ
り
」
は

み
や
ぎ
新
観
光
名
所
一
〇
〇
選
に
も

選
ば
れ
て
い
る
。
参
拝
者
の
な
い
と

き
は
ひ
っ
そ
り
し
て
、
店
内
の
喧
騒

と
乖
離
し
た
静
け
さ
が
漂
う
。
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
な
ど
も
あ
り
、
か
な
り

の
人
気
を
は
く
し
て
い
る
と
い
う
。

　

創
業
以
来
一
八
〇
有
余
年
を
迎
え

た
藤
崎
デ
パ
ー
ト
は
、
時
代
の
変
遷

と
と
も
に
常
に
立
地
を
模
索
し
な
が

ら
時
代
の
風
を
感
じ
、
一
番
店
を
堅

持
し
て
い
る
で
あ
る
。

定
に
腐
心
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。

各
地
で
の
見
聞
に
よ
っ
て
、
こ
の
地

は
商
業
に
生
き
る
べ
き
と
の
結
論
か

ら
、
自
分
の
屋
敷
を
分
割
し
て
小
さ

な
商
家
十
数
軒
を
建
築
し
、
自
ら
も

煙
草
屋
を
は
じ
め
た
。
こ
の
こ
と
が

現
在
の
東
一
番
町
の
賑
わ
い
の
大
き

な
要
因
で
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
し
て

こ
の
屋
敷
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
を
山
家

　

常
禅
寺
通
り
沿
い
、
仙
台
市
役
所

近
く
に
ひ
と
き
わ
目
立
つ
建
物
が
あ

る
。
テ
ク
ノ
ア
ー
ク
と
い
う
名
称
で
、

図
書
館
を
含
む
複
合
施
設
と
な
っ
て

い
る
。
現
代
建
築
に
呼
応
す
る
よ
う

に
市
内
若
手
経
営
者
の
発
案
で
秋
に

は
ス
ト
リ
ー
ト
ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
が
人
気
を
集
め
て
い
る
。「
出
演

者
が
決
ま
り
ま
し
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
無
料
配
布
し
て
い
ま
す
」
と
の
声

が
辻
々
で
聞
か
れ
、
楽
都
「
仙
台
」

ら
し
く
、
こ
の
催
し
の
人
気
が
高
い

こ
と
が
わ
か
る
。

　

定
禅
寺
通
り
の
市
役
所
前
か
ら
城

に
向
か
う
東
一
番
町
は
、
大
阪
の
心

斎
橋
の
よ
う
な
通
り
で
あ
る
が
、
こ

の
通
り
の
一
角
に
旧
藩
士
山や
ま

家が

豊
三

郎
の
屋
敷
が
あ
っ
た
。

　

山
家
家
は
伊
達
藩
の
重
臣
で
砲
術

指
南
役
を
務
め
て
い
た
由
緒
あ
る
家

系
で
あ
る
。
し
か
し
、
明
治
維
新
後
、

職
を
失
っ
た
士
族
と
し
て
生
活
の
安

横
丁
と
い
う
の
だ
。

　

こ
の
話
、実
は
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
稲

垣
潤
一
が
編
纂
し
た
彼
の
祖
父
柴
田

量
平
選
集
『
仙
臺
東
一
番
丁
物
語
』

に
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
山
家
横
丁
は
別
名
「
玉
澤
横

丁
」
と
も
い
い
、山
家
の
屋
敷
に
隣
接

し
た
国
分
町
南
角
に
玉
澤
伝
蔵
商
店

が
あ
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
と
い
う
。

「
三
方
よ
し
第
五
号
」
で
も
紹
介
し

た
が
、玉
澤
伝
蔵
は
、延
宝
三
年（
一

六
七
五
）伊
達
家
第
四
代
藩
主
・
綱
村

公
の
招
き
で
近
江
か
ら
仙
台
に
行
き
、

仙
台
藩
の
城
下
・
国
分
町
に
「
御
用

御
菓
子
司
」
と
し
て
開
業
し
た
の
が

「
九
重
本
舗
玉
澤
」の
始
ま
り
で
あ
る
。

こ
の
と
き
店
舗
を
構
え
た
と
こ
ろ
が

い
つ
し
か
玉
澤
横
丁
と
呼
ば
れ
て
い

た
の
で
あ
る
。
道
路
拡
幅
に
よ
っ
て

従
来
の
店
舗
は
な
い
が
、
か
つ
て
は

店
内
に
初
代
伝
蔵
の
木
像
が
置
か
れ

て
い
た
。
現
在
は
本
社
工
場
内
の
応

接
室
に
置
か
れ
、
従
来
ど
お
り
季
節

ご
と
に
衣
服
を
着
せ
替
え
、毎
朝
、茶

と
菓
子
が
供
え
ら
れ
て
い
る
。

　

初
代
伝
蔵
に
は
狐
に
ま
つ
わ
る
話

が
残
る
。
信
心
深
い
伝
蔵
が
、
路
上

で
苦
し
ん
で
い
る
狐
を
助
け
た
と
こ

ろ
、
帰
り
道
に
分
銅
銀
を
拾
っ
た
。

こ
れ
は
狐
の
恩
返
し
で
あ
ろ
う
と
光

潤
神
社
を
祀
り
、
祭
礼
を
欠
か
さ
な

か
っ
た
と
い
う
。
さ
ら
に
店
の
別
名

を
「
光
潤
堂
」
と
し
た
と
こ
ろ
商
売

は
ま
す
ま
す
繁
盛
し
た
と
い
う
。　

　

九
重
玉
澤
の
商
号
に
も
由
来
が
あ

り
、
当
店
の
名
物
九
重
は
冬
期
限
定

で
予
約
が
必
要
で
あ
る
が
、
明
治
天

皇
が
仙
台
行
幸
の
際
、
創
作
中
の
菓

子
を
献
上
し
た
と
こ
ろ
、
お
供
の
東

久
世
通
禧
公
が

「
い
に
し
え
の
奈
良
の
都
の
八
重
桜

　

け
ふ
九
重
に
匂
ひ
ぬ
る
か
な
」

と
い
う
万
葉
の
古
歌
を
思
い
浮
か
べ

て
「
九
重
」
と
命
名
さ
れ
た
と
い
う
。

明
治
三
十
四
年
に
発
売
さ
れ
、
当
時

は
ユ
ズ
だ
け
を
使
っ
て
い
た
が
、
昭

和
に
な
っ
て
ブ
ド
ウ
九
重
や
ひ
き
茶

九
重
が
加
わ
っ
た
。
お
湯
を
注
ぐ
と

白
い
粒
に
な
っ
て
浮
き
上
が
る
微
妙

な
趣
が
あ
る
銘
菓
で
、
高
い
人
気
を

誇
る
。
伝
統
の
中
に
新
し
い
感
覚
を

加
え
た
「
九
重
本
舗
玉
澤
」
の
銘
菓

は
、
地
元
百
貨
店
や
Ｊ
Ｒ
売
店
な
ど

で
販
売
さ
れ
て
い
る
。

（
取
材　

事
務
局
）

藤
崎
デ
パ
ー
ト
屋
上
の
「
藤
崎
え
び
す
神
社
」

「
九
重
本
舗
玉
澤
」
の
戦
前
の
店
舗
。
こ
こ
が

玉
澤
横
丁
と
呼
ば
れ
た（『
仙
台
の
老
舗
』よ
り
）
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大
阪
商
人
の
ル
ー
ツ

　

堀
井
良よ
し

殷た
ね

著
の
『
な
に
わ
の
大
阪

興
亡
記
』
で
は
、
十
五
世
紀
末
の
蓮

如
の
時
代
以
前
を「
な
に
わ（
難
波
）」、

そ
れ
以
降
幕
末
ま
で
を
「
大
坂
」、明

治
以
降
を
「
大
阪
」
と
表
記
を
統
一

し
て
い
ま
す
。
大
阪
の
歴
史
の
ル
ー

ツ
は
「
な
に
わ
」
の
時
代
、
四
天
王

寺
と
堺
、
そ
し
て
平
野
郷
に
つ
き
あ

た
り
ま
す
。

　

四
天
王
寺
は
五
九
三
年
、
上
町
台

地
を
背
景
と
し
て
、
聖
徳
太
子
に

よ
っ
て
創
ら
れ
、
世
界
最
古
の
老
舗

と
い
わ
れ
る
金
剛
組
は
、
そ
ば
に
あ

り
ま
す
。

　

堺
は
瀬
戸
内
海
を
背
景
と
し
て
、

応
仁
の
乱（
一
四
六
七
～
一
四
七
七

年
）以
降
、
四
国
と
の
往
来
、
明（
中

国
）や
南
方
と
の
交
易
に
よ
り
、
栄

え
た
商
業
都
市
で
す
。
自
治
都
市
と

し
て
有
名
で
、
進
取
の
精
神
に
あ
ふ

れ
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
以
降
は
茶

道
、
刃
物
を
生
業
と
し
て
、
職
人
都

市
に
変
貌
し
繁
栄
し
て
い
ま
す
。

　

平
野
は
東
洋
の
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー

の
原
点
と
い
え
る
木
綿
、
繊
維
の
河

内
を
背
景
と
し
て
で
き
た
商
業
都
市

で
、
平
安
時
代
よ
り
農
工
商
が
相
交

わ
る
町
で
、商
い
の
精
神
あ
ふ
れ
、戦

国
時
代
よ
り
自
治
都
市
で
有
名
で
す
。

　

こ
の
三
つ
の
原
点
が
蓮
如
上
人
の

石
山
本
願
寺
、
豊
臣
秀
吉
の
大
坂
城

築
城
に
よ
っ
て
政
治
経
済
の
重
心
が

上
町
台
地
と
そ
の
前
の
埋
立
地
「
船

場
」
に
移
動
し
て
き
た
の
で
す
。

　

そ
し
て
徳
川
時
代
の
大
坂
城
復
興

に
よ
っ
て
船
場
に
経
済
機
能
が
集
中

さ
れ
、
こ
こ
を
中
心
に
大
坂
三
郷
で

市
場
が
誕
生
し
、問
屋
、両
替
屋
、豪

商
が
発
達
し
、
商
社
、
金
融
、
財
閥

が
成
立
し
た
の
で
す
。

　

所
説
あ
る
で
し
ょ
う
が
、
船
場
と

い
う
地
名
の
語
源
が
「
戦
場
」
ま
た

は
「
船
着
場
」
だ
っ
た
こ
と
か
ら
見

て
大
阪
商
人
の
原
点
は
船
場
で
あ
り
、

そ
の
ル
ー
ツ
は
四
天
王
寺
、
堺
、
平

野
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

　

そ
の
船
場
が
発
展
し
て
大
阪
に
ミ

ナ
ミ
の
歓
楽
街
、
飲
食
街
、「
大
阪
の

お
腹
」、
キ
タ
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
街
、
オ

フ
ィ
ス
街
、「
大
阪
の
顔
」
が
分
化

し
、
そ
の
後
背
地
に
今
里
、
東
大
阪

の
中
小
工
業
地
帯
の
背
骨
、
港
に
向

か
っ
て
前
方
地
に
居
留
地
、
中
小
商

業
地
区
の
手
足
、
そ
し
て
湾
岸
工
業

地
帯
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
、
近
代
の
大
大
阪（
昭
和
初
め
以

降
の
戦
前
）に
な
っ
た
の
で
す
。

大
阪
商
人
の
心
情

　

大
阪
商
人
の
心
情
や
商
い
の
精
神
、

ビ
ジ
ネ
ス
の
ス
タ
イ
ル
を
現
存
の
人

に
取
材
し
て
も
限
界
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
大
阪
の
文
学
や
文
化
の
中

に
は
大
阪
商
人
の
歴
史
が
最
も
よ
く

残
っ
て
い
ま
す
。

　

先
ず
学
問
で
は
、
現
大
阪
大
学
に

あ
る
儒
学
の
懐
徳
堂
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
。
蘭
学
で
有
名
な
適
塾
で
す
。

　

芸
能
で
は
江
戸
武
家
社
会
の
義
理

に
対
し
て
上
方
は
人
情
も
の
が
多
く
、

竹
本
義
太
夫
の
人
形
浄
瑠
璃
や
上
方

歌
舞
伎
に
、
上
方
の
人
の
心
が
よ
く

投
影
さ
れ
て
い
ま
す
。
落
語
、
地
唄
、

能
も
盛
ん
で
、
文
学
で
は
町
人
、
商

人
物
、
心
中
物
が
多
く
近
松
門
左
衛

門
の
曽
根
崎
心
中
、
井
原
西
鶴
の
好

色
一
代
男
、
日
本
永
代
蔵
が
有
名
で

す
。
ど
う
も
東
へ
の
反
骨
、
権
威
か

ら
の
自
由
が
根
底
に
あ
る
よ
う
に
感

じ
ま
す
。

　

そ
し
て
、
戦
前
戦
後
の
文
学
演
劇

を
み
る
と
、
も
っ
と
明
確
に
大
商
人

の
姿
が
見
え
て
き
ま
す
。
大
谷
晃
一

著
『
大
阪
学
』
で
は
、
大
阪
商
人
は

四
つ
の
パ
タ
ー
ン
に
分
か
れ
ま
す
。

　

一
つ
目
が
谷
崎
潤
一
郎
の
『
細

雪
』
や
織
田
作
之
助
の
『
夫
婦
善

哉
』
に
見
ら
れ
る
し
っ
か
り
女
と
頼

り
な
い
男
の
組
合
せ
、
そ
し
て
夫
婦

で
商
い
を
た
て
て
い
く
姿
で
す
。

　

二
つ
目
が
山
崎
豊
子
の
『
暖
簾
』、

菊
田
一
夫
の
『
が
め
つ
い
奴
』、
花

登
筐
の
『
ど
て
ら
い
奴
』
に
見
ら
れ

る
、
ぼ
ん
さ
ん
と
こ
い
さ
ん
、
番
頭

は
ん
と
丁
稚
ど
ん
の
組
合
せ
、
ど
根

性
、
地
べ
た
を
は
っ
て
商
い
を
た
て

て
い
く
姿
で
す
。

　

三
つ
目
が
今
東
光
の
『
闘
鶏
』、野

坂
昭
如
の
『
エ
ロ
事
師
た
ち
』、小
松

左
京
の
『
日
本
ア
パ
ッ
チ
族
』、
村

大阪の「老舗」から学ぶ

　老舗学研究会代表の前川洋一郎氏から最近の研究成果に関するレポートを頂戴しま
した。すでに「三方よし30号」で老舗に関する概論を掲載しましたが、今回はその
中でもとくに大阪商人に的を絞った報告がありましたので、紙上に転載します。

田
秀
雄
の
「
王
将
」、
城
山
三
郎
の

『
黄
金
の
日
々
』
に
見
ら
れ
る
ホ
ン

ネ
に
生
き
、
え
え
か
っ
こ
せ
ず
ベ
ン

チ
ャ
ー
に
挑
戦
し
て
商
い
を
た
て
て

い
く
姿
で
す
。

　

四
つ
目
が
田
辺
聖
子
の
ド
ラ
マ
、

花
登
の
「
て
な
も
ん
や
三
度
笠
」
藤

山
寛
美
の
ア
ホ
役
、
一
昔
前
の
吉
本

の
ド
タ
バ
タ
に
見
ら
れ
る
町
人
、
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
の
絆
を
大
事
に
し
て
商

い
を
立
て
て
い
く
姿
で
す
。

　

大
阪
に
住
ま
な
い
で
関
西
の
こ
と

を
と
や
か
く
お
っ
し
ゃ
る
人
や
二
～

三
年
単
身
赴
任
で
き
て
阪
神
間
の
マ

ン
シ
ョ
ン
と
、
北
新
地
だ
け
見
て
わ

か
っ
た
顔
を
す
る
政
、
財
、
官
、
学
、

マ
ス
コ
ミ
の
方
々
に
は
も
っ
と
大
阪

文
化
を
勉
強
し
て
も
ら
い
た
い
と
思

い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
和
田
亮
介

著
『
扇
子
商
法
』、田
辺
昇
一
著
『
関

西
商
法
』、藤
本
義
一
著
『
お
金
で
買

え
な
い
商
人
道
』
で
も
よ
く
わ
か
り

ま
す
。

大
阪
商
人
の
本
質

　

大
阪
商
人
の
ル
ー
ツ
、
心
情
か
ら

さ
ら
に
問
い
詰
め
て
大
阪
商
人
の
ビ

ジ
ネ
ス
ス
タ
イ
ル
、
考
え
の
背
景
を

見
て
み
る
と
、
そ
れ
が
大
阪
の
老
舗

の
本
質
に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

明
治
生
命
保
険
の
『
ザ
・
関
西
商

法
』
を
み
る
と
、
図
１
の
通
り
で
す
。

関
西
商
法
と
い
っ
て
も
イ
メ
ー
ジ
は

大
阪
に
ウ
エ
イ
ト
が
あ
り
、
京
都
商
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第
二
は
十
八
世
紀
京
都
に
興
っ
た

石
田
梅
岩
の
石
門
心
学
で
す
。「
堪

忍
、
律
儀
―
町
人
の
世
渡
り
術
、
倹

約
、
武
士
の
商
人
蔑
視
を
批
判
。
士

農
工
商
の
区
別
に
耐
え
る
利
益
の
正

当
化
」
し
て
い
ま
す
。

　

第
三
は
江
戸
時
代
か
ら
の
船
場
に

お
け
る
「
暖
簾
」
で
す
。
商
号
と
し

て
の
も
の
、
幕
と
し
て
の
機
能
で
は

な
く
、「
の
れ
ん
」
の
一
言
に
秘
め
る

大
阪
商
人
の
口
伝
、
心
意
気
が
原
点

と
思
い
ま
す
。

「
自
分
の
土
地
、
家
を
守
る
」、「
お

上
の
手
の
届
か
ん
と
こ
で
頑
張
る
」、

「
相
続
は
婿
取
り
歓
迎
」。

　

こ
の
三
つ
が
最
も
大
阪
商
人
、
大

阪
の
老
舗
に
影
響
を
与
え
て
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

法
や
神
戸
商
法
が
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

特
に
、
シ
ン
ボ
ル
、
仕
組
、
特
質
で

は
、
東
京
や
他
府
県
と
の
違
い
が
鮮

明
で
す
。
ソ
ロ
バ
ン
、
の
れ
ん
、
自

由
、
丁
稚
、
始
末
手
堅
さ
に
大
阪
の

特
質
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

そ
し
て
、
今
日
大
阪
の
老
舗
の
取

材
な
ど
か
ら
精
神
本
質
の
源
流
を
筆

者
な
り
に
ま
と
め
て
み
ま
す
と
、
次

の
三
つ
と
な
り
ま
す
。

　

第
一
は
室
町
時
代
頃
よ
り
興
っ
た

近
江
商
人
で
す
。
船
場
を
中
心
に
商

社
、
メ
ー
カ
ー
に
近
江
の
流
れ
は
今

も
続
い
て
い
ま
す
。「
質
素
倹
約
―

始
末
し
て
き
ば
る
、
浮
利
に
走
ら
ず
、

も
う
か
り
ま
っ
か
、
も
っ
た
い
な
い
、

や
っ
て
み
な
は
れ
、
み
と
く
ん
な
は

れ
」

老
舗
か
ら
学
ぶ
こ
と

学
ぶ
べ
き
経
営
戦
略
と
課
題

　

こ
こ
で
申
し
上
げ
る
べ
き
こ
と
は
、

大
阪
の
老
舗
に
限
定
し
た
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
全
国
の
老
舗
を
勉
強

し
て
い
る
こ
と
か
ら
学
ぶ
こ
と
で
す
。

　

先
ず
老
舗
か
ら
学
ぶ
経
営
戦
略
の

第
一
に
「
う
ち
わ
」
か
ら
「
扇
子
」

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
バ
タ
バ
タ
自
ら

あ
お
ぐ
の
は
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
頃
で

す
。
老
舗
に
な
れ
ば
、
小
さ
く
と
も

品
よ
く
扇
子
の
風
を
楽
し
む
べ
き
で

す
。
そ
し
て
扇
子
は
目
一
杯
開
い
て

も
い
け
ま
せ
ん
。
少
し
た
た
み
や
す

く
、
余
裕
を
残
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

第
二
が
、「
衝
立
」
か
ら
「
屏
風
」

で
す
。
衝
立
は
真
っ
直
ぐ
で
す
か
ら

押
し
た
ら
倒
れ
ま
す
。
屏
風
は
折
れ

て
い
ま
す
が
真
っ
直
ぐ
に
す
る
と
倒

れ
ま
す
。
玄
関
に
入
っ
て
す
ぐ
に
見

え
る
衝
立
は
、
構
え
す
ぎ
で
す
。
屏

風
は
奥
間
で
目
立
た
ず
気
張
っ
て
は

い
け
ま
せ
ん
。

　

第
三
が
ゴ
ー
ル
を
切
る
「
テ
ー

プ
」
か
ら
、
受
け
渡
し
す
る
「
タ
ス

キ
」
で
す
。
テ
ー
プ
は
切
っ
た
ら
終

わ
り
で
す
。
タ
ス
キ
は
受
け
取
れ
ば
、

身
に
つ
い
て
大
事
に
し
、
役
目
が
終

わ
る
前
に
、
次
の
人
へ
責
任
を
持
っ

て
渡
す
の
で
す
。

　

要
は
老
舗
の
経
営
戦
略
の
極
意
は

「
バ
タ
バ
タ
す
る
な
」「
突
っ
ぱ
る

な
」「
切
っ
た
ら
お
し
ま
い
」
で
す
。

「
な
り
ふ
り
か
ま
わ
ず
」い
け
な
い
こ

と
は
し
て
は
い
け
な
い
。
永
続
す
る

責
任
、
使
命
が
あ
る
の
で
す
。
現
在

老
舗
で
話
題
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、

そ
の
ま
ま
図
２
の
老
舗
の
経
営
課
題

な
の
で
す
。

　

一
つ
は
同
族
フ
ァ
ミ
リ
ー
ビ
ジ
ネ

ス
に
お
い
て
は
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ

ナ
ン
ス
の
問
題
で
す
。
昔
の
家
長
制

は
通
じ
ず
、
株
公
開
だ
け
が
解
決
策

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
創
業
者
亡
き
後
、

中
興
の
英
主
の
後
、
誰
が
仕
切
る
の

か
、ど
ん
な
仕
組
み
が
よ
い
の
か
、大

企
業
を
主
な
対
象
と
す
る
経
営
学
か

ら
は
、
答
え
が
出
て
い
ま
せ
ん
。

　

二
つ
は
事
業
継
承
、
相
続
の
問
題

で
す
。
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
方
式
や
ブ

ラ
ン
ド
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
も
い
い
で
す

が
、
少
子
高
齢
化
時
代
、
婿
養
子
よ

り
も
娘
が
そ
の
ま
ま
後
を
継
ぐ
こ
と

が
脚
光
を
浴
び
て
い
ま
す
。
税
制
の

改
革
も
進
ん
で
お
り
、
新
し
い
タ
ス

キ
渡
し
の
方
法
が
望
ま
れ
ま
す
。

　

三
つ
は
学
校
教
育
、
社
会
教
育
に

お
け
る
職
業
観
、人
生
観
の
見
直
し
で

す
。こ
れ
ま
で
高
度
成
長
を
追
う
あ
ま

り
、組
織
人
は
出
世
競
争
に
偏
重
し
す

ぎ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。職
の

多
様
化
、
少
子
高
齢
化
の
時
代
、
も
っ

と
商
人
・
職
人
・
町
人
を
大
事
に
す
る

教
育
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

四
つ
目
は
地
域
共
生
で
す
。
若
い

内
や
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
段
階
か
ら
、
街

や
、
業
界
の
役
回
り
を
引
き
受
け
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
何
も

し
な
い
唯
我
独
尊
は
い
け
ま
せ
ん
。

若
い
な
り
に
小
さ
い
な
り
に
、
地
域

活
動
、
業
界
活
動
の
下
っ
端
と
し
て

汗
を
か
く
こ
と
も
必
要
で
す
。
街
づ

く
り
、
街
お
こ
し
し
て
も
老
舗
が
立

ち
上
が
ら
ず
し
て
誰
が
立
ち
上
が
る

の
で
し
ょ
う
か
。

　

五
つ
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
す
。
地

場
を
守
る
こ
と
も
大
切
で
す
し
、
分

を
過
ぎ
た
投
資
は
い
け
ま
せ
ん
が
、

Ｎ
Ｅ
Ｔ
の
活
用
な
ど
で
県
外
と
の
商

い
、
広
く
お
客
様
の
い
る
と
こ
ろ
へ

釣
り
糸
を
垂
れ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

六
つ
は
街
の
商
工
政
策
で
す
。
ベ

ン
チ
ャ
ー
も
必
要
で
す
が
、
今
あ
る

も
の
が
も
っ
と
続
く
よ
う
な
商
工
政

策
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

つ
ぶ
れ
か
か
っ
た
シ
ャ
ッ
タ
ー
通

り
、
風
俗
化
し
た
ブ
ロ
ッ
ク
、
穴
の

開
い
た
工
業
団
地
を
み
て
慌
て
る
前

に
、地
元
の
老
舗
を
把
握
し
、永
続
さ

せ
る
街
づ
く
り
が
大
切
で
す
。
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
で
は
な
く
て
、
後4

期
高
齢
企
業
永
続
政
策

4

4

4

4

4

4

4

4

4

で
す
。
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
老
舗
も
役
所
に
補
助

金
な
ど
甘
え
て
ば
か
り
で
は
な
く
自

助
・
共
助
・
公
助
の
ス
テ
ッ
プ
で
い

く
べ
き
で
す
し
、
お
互
い
知
恵
と
汗

を
出
し
合
う
こ
と
で
す
。

　

以
上
の
こ
と
を
解
明
し
て
、
お
役

に
立
つ
こ
と
が
「
老
舗
学
」
の
役
割

と
改
め
て
認
識
す
る
次
第
で
す
。

源流・イメージ	 大阪商法 60％	 船場商法 51％	 松下商法 40％

シンボル	 ソロバン 71％	 のれん 57％	 戒さん 41％

仕組制度	 自由競争 52％	 丁稚 43％	 養子 34％

特質	 自力民活 98％	 始末手堅さ 97％	 実践 96％

典型	 松下幸之助 86％	 小林一三 66％	 鴻池善右衛門 39％

商いごころ	 家憲家訓 76％	 西鶴思想 47％	 船場学校 42％

本質	 死に金使わず

	 生き金使え 41％	 損して徳とれ 36％	 正路に商いすべし 32％

関西商法とはなにか

老舗にとっての新たな課題 !!

図１

図２

⑴同族ファミリービジネス	 ガバナンスの仕組
⑵事業継承・相続	 新しい暖簾分け
	 	 娘の活用
⑶学校教育、社会教育	 組織人が全てではない
⑷地域との共生	 地住で街づくり街興しに参画
⑸ネットワーク	 圏外との商いが大事
⑹地元の商工政策	 後期高齢企業の永続
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本
年
は
２
月
と
９
月
、
東
北
の
近

江
商
人
に
か
か
わ
り
の
深
い
都
市
を

訪
ね
る
機
会
が
あ
っ
た
。
駆
け
足
で

は
あ
っ
た
が
、
近
江
商
人
の
活
躍
の

よ
う
す
を
か
い
ま
見
る
こ
と
が
で
き

た
。
す
で
に
本
紙
で
概
略
の
紹
介
を

し
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
地
場
産
業

を
現
代
的
な
商
品
と
し
て
製
作
し
、

積
極
的
な
販
売
戦
略
を
講
じ
て
い
た

点
が
興
味
深
か
っ
た
。

　

山
形
市
の
デ
ザ
イ
ン
ハ
ウ
ス
で
は

山
形
工
科
大
学
が
中
心
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
が
運
営
し
、
世
界
的
に
著
名
な
デ

ザ
イ
ナ
ー
ら
も
参
画
し
て
、
伝
統
的

な
産
業
を
新
し
い
感
性
で
デ
フ
ォ
ル

メ
し
た
商
品
化
が
進
み
、
大
き
な
成

果
を
あ
げ
て
い
た
。

　

そ
し
て
９
月
に
訪
れ
た
仙
台
メ

デ
ィ
ア
テ
ー
ク
は
「
最
先
端
の
知
と

文
化
を
提
供
」
す
る
と
い
う
理
念
の

も
と
図
書
館
は
も
と
よ
り
最
新
の
知

識
や
情
報
提
供
の
場
と
し
て
、
市
の

中
心
地
に
立
地
し
、
大
勢
の
利
用
者

で
あ
ふ
れ
て
い
た
。
ま
る
で
都
心
の

劇
場
の
よ
う
な
華
や
か
さ
が
あ
る
。

建
物
自
体
も
ユ
ニ
ー
ク
で
あ
る
と
同

時
に
そ
の
運
営
に
も
公
共
施
設
と
は

思
え
な
い
自
由
な
雰
囲
気
が
漂
っ
て

い
た
。
図
書
館
後
進
県
で
あ
っ
た
滋

賀
県
が
今
や
先
進
県
と
な
っ
た
が
、

そ
れ
以
外
の
文
化
の
取
り
込
み
は
ま

だ
ま
だ
遅
れ
て
い
る
。
優
れ
た
文
化

資
源
や
工
芸
品
を
輝
か
せ
る
舞
台
づ

く
り
が
急
務
で
あ
ろ
う
。

て
ん
び
ん
棒

●NPO法人三方よし研究所
　近江商人の経営理念である「三方よし」が現
代社会の中での生活規範となるよう様々な活
動を行っています。詳細は下記事務局までお問
い合わせ、またはホームページをご覧くださ
い。情報紙「三方よし」の無償配布および各種
講座へのご案内などがあります。
問い合わせ先　℡ 0749 − 22 − 0627

●近江商人に関する出前講座を承ります
　三方よし研究所では、広く近江商人の実態や
経営理念を普及するための出前講座を実施し
ています。ご要請に即した講師を派遣いたしま
す。詳細は事務局までお問い合わせください。
ホームページでもご案内しています。お問い合
わせは ℡ 0749 − 22 − 0627 もしくは
	三方よし研究所 検		索検		索

近江商人の金融活動と滋賀金融小史
渕　上　清　二 著

Ｂ５判 272頁　定価 4200 円（本体 4000 円）

末　永　國　紀 著
Ｂ６判 212頁定価 1260 円（本体 1200 円）

ＣＳＲの源流三方よし

『近江商人学入門』

ＮＰＯ法人 三方よし研究所 発行
新書判 148頁　定価 840円（本体 800円）

『近江商人ものしり帖』改訂版完成

小　倉　榮一郎 著
Ａ５判 136頁定価 1260 円（本体 1200 円）

近江商人家訓撰集

『近江商人の理念』

近江商人関連書籍のご案内

　ビジネス成功の源泉「始末してきばる」
「もったいない」「世間さま」のこころ

 第 22 回　なるほど三方よし講座開催のご案内

開催日	 平成 20年１０月25日㈯
	 （10時湖西線安曇川駅集合　15時解散）

講　師	 上田藤一郎氏（中江藤樹記念館館長）
	 第 15代　藤野雲平氏（攀桂堂）
場　所	 高島市マキノ町海津周辺
日　程	
　10時	 湖西線安曇川駅集合　徒歩で中江藤樹記念館へ
	 講師による中江藤樹記念館ご案内
	 藤樹書院に移動、藤樹先生についてのご案内
	 藤樹先生らの墓所見学
　12時 30分	 バスにて白浜荘へ
	 白砂青松の湖岸での昼食
	 昼食後バスで安曇川まで移動
　13時 30分	 	400 年の歴史を刻む攀桂堂（雲平筆）へ
	 伝統の技法見学とミニ講演
　14時 40分	 徒歩で道の駅「藤樹の里あどがわ」へ移動
　15時	 高島扇骨見学後に解散

■主催　NPO 法人三方よし研究所
TEL︰0749−22−0627 FAX︰0749−23−7720
E メール︰info@sanpoyoshi.org

近江聖人「中江藤樹」の心に学ぶ
　近江聖人と呼ばれる中江藤樹先生の生誕400年祭が旧安曇川町を中心に開催されています。安曇川は
琵琶湖の西岸、扇骨の生産額が全国の90％に上る静かな町で、多くの文化資源が残ります。
　三方よし研究所では本年「近江商人と教育」をテーマに「なるほど三方よし講座」を開催します。多く
の近江の人々の精神土壌になった藤樹先生の教えに学ぶ講座を企画しました。深まりゆく湖国の秋を楽し
みながら、400年の歴史を伝える「雲平筆」攀桂堂の見学や湖畔での昼食も準備しました。
　この機会に是非ご参加ください。

参加申込み締め切り
　　　　　平成20年 10月 17日㈮	先着30名様
参加費　	4,000円
　　　　	（当日持参ください。なお集合地までの旅費などは各自ご負

担ください）

藤野雲平氏
　創業元和元年（1615）。京都禁裏御所のご用達に始まり
正徳年間 5世雲平のときに攀

はん

桂
けい

堂
どう

の屋号を近衛家より賜る。
伝統の巻筆の技法を今に伝え、宮内庁や多くの書家からの
特別注文を受ける。


